
























【要約】保健所や児童相談所などの第一線機関で関わってきた被虐待児についての事例研

究を行い,事例の実態や援助の実態の分析を行った。研究会は大阪府下の医療・保健・福祉・

行政機関からの医師・保健婦・ケースワーカー・心理などから構成し,より良い援助方法や

各機関の役割や連携方法についての討議を行った。そのテーマは(1)乳児の施設保護の基準

と入所をすすめる援助のあり方,(2)施設入所中から退所にむけての親への援助のあり

方,(3)保健所での診断困難事例の診断の進め方,(4)保健所での援助困難事例の進め方,の

4つである。 


